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はじめに
　2016 年 11 月 17 日〜 20 日まで、

ドイツ・ケルンメッセで行なわれた、

VDT ドイツ・トーンマイスター協会主

催、トーンマイスターターグングのク

ラシック音楽録音をテーマにした講演

より、前号から引き続き、『私たちはス

コアを録音するのか、ホールを録音す

るのか ?』をリポートさせていただく。

　本講演は、バイエルン放送でトー

ンマイスターとして活躍し、現在は、

Anderson Audio で活動するウルリケ・

アンダーソン氏がオーガナイズした

90 分のラウンドテーブルというあま

り堅苦しくない討議形式で行なわれ

た。そのテーブルには、ノルウェーで

2001 年に設立されたレーベル、2L の

モートン・リンドバーグ氏、アメリカ・

ヴァージニア州で 1996 年に設立され

たレーベル、ソノ・ルミナスのダニエ

トーンマイスターターグング 2016 クラシック音楽の録音哲学 part 2
『私たちはスコアを録音するのか、ホールを録音するのか?』

ル・ショアーズ氏、CBS・ソニーや NHK

でチーフエンジニアを歴任した日本を

代表するプロデューサー・エンジニア、

dream window の深田晃氏が着席し、

今回のテーマについて、作品を再生し

ながら自身の考えが紹介された（①）。

　今号ではこの講演の詳細を、各パネ

ラーに後日メールで行なった追加イン

タビューと共にお伝えしたい。

『私たちはスコアを録音するのか、
ホールを録音するのか？』
ウルリケ・アンダーソン（以下、UA）　

私たちのラウンドテーブルにようこ

そ。とても高いクオリティで、クラ

シック音楽録音や、実験的なアコース

ティック録音を行なうエキスパートを

紹介します。私たちは、これから各パ

ネラーの録音アプローチについて議論

します。それらは、様々な文化や作曲、

実際の録音状況などに関係していま

す。まず、モートン・リンドバーグ氏

からプレゼンしていただきます。

P R O S O U N D
E U R O P E

report by 長江和哉（名古屋芸術大学）

③『Ståle Kleiberg：Mass for Modern Man』
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Eivind Gullberg Jensen, conductor
Mari Eriksmoen, soprano
Johannes Weisser, baritone
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リンドバーグ氏

（Morten
Lindberg,2L）

①『The State of the Art: Are We 
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2016
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リ ケ・ア ン ダ ー ソ ン 氏（Ulrike 
Anderson,Anderson Audio）、
ダニエル・ショアーズ氏（Daniel 
Shores,Sono Luminus）、
深田 晃氏（Akira Fukada,dream 
window）、モートン・リンドバー
グ氏（Morten Lindberg,2L）
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Hight-Surround-ch と LFE ch があり、マ

イクは Surround-ch には DPA 4041-S、

Hight-ch には 4003（custom built 130V

phantom power）を使用しました。また、

コントラバスに 4003 を使用し、LFE

にアサインしました（⑧）。

　ソプラノとバリトンソロを聴いてく

ださい。これらには 2 つの AEA N8 双

指向性リボンマイクを上下に配置した

ブルムライン・ペアで使用しました。こ

れは 1 本のマイク＝モノの直接的な

ハードセンターではなく、ファンタム

センターとし、リスナーがバリトンに

「触れられるように」スポットマイクを

設定しました。

　11.1ch の再生システムでは、これら

のマイクがそれぞれのスピーカーから

直接再生されます。本日は、再生環境

の関係から 5.1ch で再生します。

UA　ありがとうございました。あなた

はスコアのために演奏者を円形に配置

してサラウンドで収録しますが、実際

にこの作品を聴く 8 〜 9 割はステレオ

で聴くことになると思います。このサ

ラウンドでステレオにする際は、どの

■講演 1
モートン・リンドバーク氏

（2L）

モートン・リンドバーク（以下、ML）　

私はこれから、2017 年 3 月に 2L よ

りリリースした Trondheim Symphony 

Orchestra and Choir に よ る、 作 曲 家

Ståle Kleiberg の『Mass for Modern Man』

の録音について紹介します（②③）。

　まず、音楽を演奏するということに

ついて一般的に言えることは、どんな

演奏者もスコアを見て「作品の音楽を

解釈して」演奏します。私は音楽録音

について、レコーディング・プロデュー

サー・エンジニアも、同様にスコアを

見て、そのスコアから「作品の音響的

な解釈」をする必要があると考えます。

私たちエンジニアは、コンサートのパ

フォーマンスを記録したり、伝えたり

する者とみなされていますが、これら

の解釈はとても重要な部分です。

　今から、このスコアのプロジェクト

について考えてみましょう（④）。これ

を見ると、どのようにこのプロジェク

トを制作したかを明快に読み取ること

ができます。このスコアは、SATB（ソ

プラノ、アルト、テナー、バス）の 4 パー

トのコーラスと、弦楽器、木管器のパー

トがあるいわゆる教会での「ミサ」作品

です。私は、スコアを見ながら録音の計

画を考えているとき、コーラスと弦楽器

の間に相関関係があることがわかりまし

た。例えば、ソプラノは 1st Vn、アルト

は 2nd Vn、テナーは Vla、バスは Cello 

と同じフレーズで演奏を行なっており、

直接的な相関関係があることがわかりま

す。また、木管楽器も同様な相関関係で

す。私の録音の楽器配置は、まさにそれ

らのグループを同じ位置に配置にしてい

ます。楽器配置を見てください（⑤⑥）。

この左下の薄い緑色の場所はソプラノで

すが、それは 1stVn の前後の列の間とな

ります。そして、フルートも同様なパー

トなのでここに配置しました。反対側の

右下には、アルトが 2nd Vn の前後の列

の間、そしてオーボエを配置しました。

リスナーはこの円の真ん中に置かれま

す。そして左上には、テナーと Vla を配

置しました。

右上には、ベースと近い声

部のチェロを配置しまし

た。録音は11.1ch で行ない、

Auro 3D と Dolby Atmos で

提供することが可能です。

　これから音源を再生しま

すが、その前に 2L の典型

的な 11.1ch のマイクアレ

イを紹介します（⑦）。7ch

の Surround-ch、4ch の

⑥メインマイクを取り囲むように配置された楽器
Surround-ch：DPA 4041-S×7、Hight-ch：DPA 4003

（custom built 130V phantom power）×4

⑧スポットマイク
2 つの AEA N8 双指向性リボンマイクを上下に配置
したブルムライン・ペアと、コントラバスにセッティ
ングされた DPA 4003

⑦ 2L のメインマイクシステム

④『Mass for Modern Man』VIII. Agnus Dei のスコア ⑤『Mass for Modern Man』の楽器配置



88

ように行なっていますか ?

ML　もちろん、それは適切に行なわ

れなければなりません。私はより積極

的にアプローチします。常にフォール

ドダウンするのではなく、別々のミッ

クスをつくっています。Blu-ray ディス

クでは、同じディスク上に、ステレオ

5.1/9.1/Auro/Atoms のミックスを別々

に提供することができます。私の録音

では、イマーシブ形式から Stereo まで

をカバーしており、同じ感情体験がで

きることを目指していますが、本当に

プロジェクトの最初からそのデザイン

を検討しなければいけません。

　このアルバムは物語となっています。

それは人間の精神に深く触れ、ある人

が亡くなる最後の瞬間までを異なる作

曲家の作品で紡ぎ出したアルバムです。

私たちは、それらをどのようにリスナー

伝えるべきか考え、音楽を考慮した結

果、楽曲ごとに異なった設定をしまし

た。

　録音では、この演奏している空間を

リスナーに届けます。私たちは没入型

のための 9 つのマイクで録音を行ない、

アンサンブルはマイクを完全に取り囲

んでいます。そして、私たちは異なる

の印象のために SATB の伝統的な合唱

の配置を変化させます。今から、オー

プニングトラック「Elegy」を再生しま

す。アンサンブルが素晴らしいエコー

と共に、あなたを取り囲んでいるのを

聴くことができると思います。それで

は聴いてください。

　この録音はボストンの教会で行なわ

れました（⑬）。私たちはスコアに基づ

いて演奏者の配置を設定しました。そ

して、実際にメロディーの感情的な部

分を抽出しようと試みました。私たち

は現在、以前は教会であったバージニ

アのスタジオで、室内楽や現代音楽に

焦点を当てて制作しています（⑫）。現

代音楽の素晴らしいところは作曲家と

一緒に仕事できることで、サラウンド

やイマーシブオーディオについて共に

考え、計画することができます。作曲

家がどのような表現を好むのでしょう

か ? 時にはうまくいくこともあります

し、たまにはプラン B やプラン C を考

える必要がありますが、私たちは本当

に音楽の中にある芸術をキャプチャす

るように努力しています。

　 次 は、International Contemporary 

Ensemble の『In the Light of Air』を紹介

したいと思います。この作品で、作曲

P R O S O U N D  E U R O P E

■講演 2
ダニエル・
ショアーズ氏

（Sono
Luminus）

ダニエル・ショアーズ（以

下、DS）　これから私の

事例を紹介します。私が

実際に使用しているマイ

クアレイは、リンドバー

ク氏のものととてもよく

似ています !?（⑨⑩）

　さて、私はまず、The 

Skylark Vocal Ensemble に

よる『Crossing Over』の中

から Daniel Elder 作曲の

合唱作品、「Elegy」を紹介

したいと思います（⑪）。

⑨ダニエル・ショアーズ氏
（Daniel Shores,Sono Luminus）

⑩ Sono Luminus のメインマイクシステム
（The Skylark Vocal Ensemble）
Surround-ch:DPA 4006×5、Hight-ch:Schoeps MK2S×4

⑪『Crossing Over』
Skylark
Daniel Elder Elegy
Sono Luminus
DSL-92200

⑭『In the Light of Air』
International
Contemporary
Ensemble
Anna Thorvaldsdottír
Sono Luminus
DSL-92192

⑫バージニアにある以前は教会であった
Sono Luminus のスタジオ

⑮ International Contemporary Ensemble
『In the Light of Air』の録音

⑬ボストンの教会での
The Skylark Vocal Ensemble の収録

⑯『In the Light of Air』のマイクセッティング
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P R O S O U N D  E U R O P E

ルの内容がフロントに比べて大幅に異な

る楽曲の場合はパンを使用し、ステレオ

フィールドでもすべての空間感覚を感じ

られるようにします。

■講演 3
深田 晃氏

（dream window）
深田 晃（以下、AF）　まず、今回のテー

マについて考えてみます（㉑㉒）。

　「音楽録音はスコアに忠実な音をキャ

プチャすることですか？」もしくは、

「音楽録音は空間でのパフォーマンスを

キャプチャすることですか？」

　この質問は非常に難しく、また非常

に哲学的な問いです。原則として、リ

スナーにとって、「音楽を聴く」ことは、

楽しみを超えて理由を理解する必要は

ありません。

　良いレコーディングはリスナーに音楽

の芸術的満足感を与えるはずです。また、

録音された場所の空間的な印象は、その

作品の原点（作曲家の想像の中の響きを

含んだ音のあるべき姿）を見渡すことに

なります。つまり、「音楽録音は事実の

記録ではなく、表現者とリスナーの間で、

深い意味を作り出すこと」です。

家は楽器をメインマイクの周囲に配置

することを決めました（⑭）。

　メインマイクは 5 本の DPA 4003、ハ

イトチャンネルは４本の SchoepsMK2S 

を配置しました。録音時の写真を見て

いると、多くのスポットマイクがあり

ますが、実際はピアノのスポットマイ

クをほんの少し使用しただけです。し

かし、演奏家はスポットマイクがある

と安心します。

　ピアノは何か違う感じがしたと思い

ますが、それはプリペアードピアノで

あったからです。また低音弦を弓で擦

り演奏する部分もありました。演奏者

は大き過ぎない音で演奏を行ないまし

た（⑮⑯）。

　録音中、作曲家は演奏家と同じ部屋

で、エレクトロニクスをコントロール

しました。私たちは現代音楽で、エレ

クトロニクスとシンセサイザーを使用

する際、ライン接続してミックスする

だけでなく、演奏家と同じ部屋にスピー

カーを配置し、空間の中で再生し演奏

と共に録音します。結果的にはすべて

の要素がパフォーマンスの一部であり、

エンドユーザーに対して最も自然なサ

ウンドを届けることができます。また、

演奏家に対してはヘッドフォンでモニ

ターを提供しなくて済むため、何より

も自然に、そして早く的確に録音を行

なうことができます。

　次は Cello とエレクトロニクスと 8 人

の弦楽の作品です（⑰）。Peter Gregson

はチェリストで作曲家です。この作品

のシンセサイザーの録音方法を紹介し

たいと思います。私たちはサラウンド

の全ての位置にシンセサイザーをパン

ニングしたいと思っていました。シン

セサイザーはコントロールルームに設

置され、ミュージシャンと同じ部屋に

スピーカーを設置しました（⑱）。そう

することで、チェロとシンセサイザー

が実際の作品でうまくミックスされ、

オーガニック・パフォーマンスを収録す

ることができます。録音は、まずこの

チェロとシンセを録音した後、8 人の

弦楽、そして Pf を順にダビングしてい

きました（⑲⑳）。ミックスでは、下・

中・上の 3 つのレイヤーをつくり、下：

Cello-synth、中：Strings、上：Pf という

ように 9.1ch で配置しました。

UA　ありがとうございます。先ほどと

同じ質問ですが、このサラウンドをス

テレオにする際は、どのように行なっ

ていますか ?

DS　私は、サラウンドとステレオのミッ

クスを完全に別々に考える必要があると

考えます。時にはそれが何であるかに

よって異なります。サラウンドをステ

レオにする際に、主にはフロントに定

位しているマイクを使用して、リアに定

位しているマイクは低域をロールオフし

てブレンドします。もし、リアチャンネ

⑰『Touch』
Peter Gregson
Sono Luminus
DSL-92191

⑱『Touch』の Cello 収録
ミュージシャンと同じ部屋にシンセサイ
ザーのスピーカーを設置

⑲『Touch』の弦楽器タビング収録 ⑳『Touch』のマイクセッティング

㉑深田 晃氏
（Akira Fukada,dream window）

㉒深田 晃氏の講演
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　演奏されている空間を捉えるという

だけでは、良い音楽録音の前提条件で

はありません。また、録音と実際の演

奏の違いは、視覚的にミュージシャン

を見るかどうかです。録音には視覚効

果がないので、リスナーは真に音楽だ

けを聴く必要があります。つまり、こ

れが録音の難しさであり、また芸術性

であります。

　これは、ステレオ、サラウンド、3D

についても、全く同じことが当てはま

ります。何故なら、人々は想像力を持っ

ているからです。2ch ステレオでも芸

術的満足感を得ることが可能です。サ

ラウンドは、より大きな空間感覚を提

供することができます。しかし私たち

は、サラウンドはステレオよりも音楽

再生の利点があるとは言い切れません。

また、3D は実際の空間の感覚をより簡

単に感じることができますが、3D だか

ら芸術的満足感が得られるということ

はまた別の意味であると考えます。

　クラシック音楽は、基本的に「スコア

に忠実」であるべきです。「スコアに忠

実」とはどういうことでしょうか ? スコ

アを読む目的は、作曲家の意図を歴史

的、学術的に理解にするためであると

考えます。作曲家は作曲に影響を及ぼ

す特別な演奏を知っていると思います。

　例えば、Xenakis の Polytope は、観

客を囲む 4 つの方向にオーケストラを

配置するという音楽です。「スコアに忠

実」に演奏するためには、同様の配置で

演奏する必要があります。

　クラシック音楽録音はスコアに忠実で

なければならず、さらに、その音楽の生

まれた時代の演奏空間の響きを考慮する

必要があります。それは音楽が生まれた

時代（作曲家が考えた）の空間印象が楽

曲と密接に関係があると思うからです。

　日本の生活環境は、ヨーロッパを比べ

ると非常に異なっています。ヨーロッ

パにはブロックとレンガの環境がありま

す。しかし日本には木と紙の環境があり

ます。それは残響感の違いを意味します。

作曲された音楽にその違いを感じること

ができるはずです。

●オルガン（5.0）

　ここでは 2 種類のオルガンを紹介し

ます。それはオルガンと空間の関係を考

察するためです。

一つ目はコンサートホールにある大きな

パイプオルガン、これは楽器そのものが

再生空間とともにあり、録音はその空間

を意識しながら楽器と空間が一体となっ

たものを捉える必要があります（㉓）。2

つ目のオルガンは小さな教会に設置され

たオルガンですが、その場所はそんなに

残響があるわけではないので、バッハの

音楽を凛と感じられる空間要素の少な

い、オルガンそのものの音を主体に録音

したものです（㉔）。

●ヴァイオリンコンチェルト（5.0+4=9.0）

　9.0ch の 3D で録音したホールレコー

ディングのオーケストラとのソロ・ヴァ

イオリンです。

　コンサートホールの自然な残響感を感

じるために上方に 4 本の全指向性マイ

ク（オムニスクエア）を用いたものです。

イマーシブ感を得るためにオムニスクエ

アは客席上方ではなくメインマイク上方

に設置しています（㉖）。

●スタジオレコーディング（5.1）

　ある映画音楽の例です。ストリングス

セクション上方に響きマイクを設置して

包まれ感のあるサウンドを構成していま

す。スタジオ録音なので全て人工的なリ

バーブで空間感を作っています（㉗）。

●能楽堂での能（5.0）

　能の録音ですが、能楽堂の響きをその

まま感じるためにシンプルな 5 本のマ

イクで録音したサンプルです。それはと

ても日本的な感じです（㉘）。

　私たちが話すべきことは、おそらくあ

と 5 時間はかかると思います…。

UA　同じ質問ですが、サラウンドをど

のようにステレオにしますか ?

AF　もちろん、私はサラウンドサウン

ドを愛しています。ただ、リスナーの状

況を考えてみると…。

　聴衆のみなさんに質問ですが、どれく

らいの人が家に 3D の再生環境を持って

いますか ? 1・2…。

　3D とサラウンドはとても素晴らしい

と思います。しかし、多くの人は聴くこ

とができないかもしれません。私の意見

は、多分ステレオでも人の心には同じよ

うに感情が届くと思います。

UA　私は、3D がより感情を届けてくれ

ることを願っています。それをステレオ

で行なうのはなかなか難しいことです。

ありがとうございました。

㉕『天上のオルガン〜バロック音楽を中心にパイプオルガン
とポジティフオルガンで聴く大ホールと礼拝堂の響き』
NAXOS JAPAN NYDN-00002
J.S. バッハ　トッカータとフーガ ニ短調 BWV565
塚谷水無子 （ミューザ川崎シンフォニーホール）
J.S. バッハ　最愛のイエスよ、われらここに集い BWV731
菅哲也　（東久留米市 聖グレゴリオの家）

㉓コンサートホールのオルガン（5.0） ㉔小さな教会のオルガン（5.0）
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■講演 4
ウルリケ・アンダーソン氏

（Anderson Audio）

UA　私は、おそらく最も伝統的なアプ

ローチをしています。ノルウェー・スタ

ヴァンゲル交響楽団のブラームスの交響

曲第 2 番の録音について紹介します（㉙

㉚）。

　誰かがブラームス交響曲を家に持ち帰

らなければなりませんでした。それはノ

ルウェーの海の港のすぐ近くのコンサー

トホールで録音を行ないました（㉛）。

あなたはこれについて何かを考えるで

しょう。私は静かなコンサートホールで

はこれまでに数多く録音してきました。

ニューヨークのカーネギーホールでは、

一つの交響曲の間に多くの地下鉄が行き

交っています。ここは港で、ボートが 5

隻停泊していましたが、このホールは私

が今までに訪れた中で最も静かなホール

で、ホールの中ではその音は何も聴こえ

ませんでした。そこには音楽と美しい

ホールがありました（㉜）。

　先ほど、エミール・ベルリナー・スタ

ジオのシュテファン・フロック氏も言っ

ていましたが、良いアンサンブルと良

いホールと十分な時間と良いマイクが

あれば簡単に良い録音ができます。し

かしそこがトリック（秘訣）です。

　収録方法について、私たちは非常に

古典的な方法である Decca Tree を使用し

ました。（㉝）。Neumann TLM50 による

Decca Tree LCR と 2 つのアウトリガー LL-

RR、そして背後に 2 つの AB の DPA4006 

を設置しました。また、サラウンド用と

して Neumann KM130 を客席に配置しま

した。さらに、各セクションにスポット

マイクを配置しました。（㉞）

　録音の依頼者は、私たちにハイレゾ

ダウンロードのステレオとレコードの

ステレオを制作することを依頼してき

ました。一度消えたレコードがまた戻っ

てきています。私は、実際には、Stereo 

96kHz/24bit、44.1kHz/24bit、MFiT

＝ iTunes 用、レコード用のステレオ

と、5.1ch 96kHz/24bit という 5 つの

マスターを制作する必要がありました。

Decca は非常に強い C ch を持っていま

す。多くの低音が、C ch から出てきます。

それはレコードにとって、ふさわしいで

す。それでは、4 楽章を再生します（㉟）。

　私の興味深い考えを紹介します。こ

の録音では 4 つの異なるリバーブを使

用しています。おそらく、この後「オー

ディオ・ポリス」がやってきて、私を逮

捕しにきます。しかし、あなたもこの

ような録音でミキシングする際は、恐

らくこのようなことが必要となります。

ミキシングは、Skywalker のサウンドス

テージで行ないました。私のアプロー

チについて、モートンに何か質問をし

てもらいたいです。

ML　あなたがそのようにミックスする

と、より芸術的な作品になります。あ

なたはどのようにメインマイクのコン

テンツを働かせますか？

UA　この Decca 5 本と 2 つの AB、計

7 本のマイクで構成されるメインシス

テムは、非常に強力なサウンドの基礎

となります。ただ、今回は、弦楽器の

編成が大きくなく、私たちがいくつか

㉖ヴァイオリンコンチェルト（5.0+4=9.0）のマイクセッティング ㉗スタジオレコーディング（5.1）のマイクセッティング

㉘能楽堂での能（5.0）

㉙ウルリケ・アンダーソン氏
（Ulrike Anderson, Anderson Audio）

㉚ウルリケ・アンダーソン氏の講演
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の奇跡をミックスで起こす必要があり

ました。また、ブラームスの交響曲は

とても複雑で、時には他の声部に埋も

れているかもしれないいくつかの旋律

を強調しなければならない場合もあり

ます。そのために、スポットマイクが

使用されました。また、私は弦楽器に

いくつかのリバーブを試しました。木

管楽器には、前と後ろをつなぐために、

違うタイプのリバーブを使用しました。

また、チェロ 6 人とコントラバス 4 人

という編成は、ブラームスの交響曲に

とって十分ではないと考えます。私は、

1st Vn 16 人、チェロ 10 人とコントラ

バス 6 人〜 8 人の編成が好みです。

　そしてまた、「オーディオ・ポリス」が

来ることを行なってしまいました。こ

の写真が私のコンプレッサーです（それ

はジム・アンダーソン氏㊲）。最終的に、

それはすべて音楽から生じるものです。

どんなプロジェクトでも、楽譜を深く

読み、現代曲であれば作曲家と話をし

ます。商業上の制限があるコンサート

ホールの演奏状況を再創作することが、

私達プロデューサーとエンジニアの仕

事ではありません。それどころか、私

たちは、レコーディングという行為で

はなく、その結果として得られる録音

物が理想的ものになるように、強い幻

想を作り出し、リスナーの感情を揺さ

ぶる音響的な体験を作り出すべきであ

ると考えます。

●ダニエル・ショアーズ氏

（Sono Luminus）

　私は、ホールは「もう一つの他の楽器」

であると感じています。「私はホールを

録音している」とは思いませんが、ホー

ル、ルーム、教会、またはコンサート

会場が、素晴らしい録音を決定づける

ものであると思います。さらに、ホー

ルは、アーティストのパフォーマンス

とリスナーをつなぐもので、リスナー

の「聴く」という経験を強調させます。

また、ホールはすべてのミュージシャ

ン同士を結びつける接着剤として機能

していると感じています。私の録音哲

学は、リスナーにホールのどの座席よ

りも良いリスニングポジションを提供

しながら、ミュージシャンの最も正確

な表現を捉えることです。私は演奏さ

れる音楽のニュアンスと繊細さを描写

したいと思います。

●深田 晃氏（dream window）

　音楽には様々なジャンルやスタイル

レコードとハイレゾステレオと別のマ

スタリングを行ないました。

録音哲学
　今回、彼らの哲学をさらに深く知り

たいと考え、各パネラーに自身の録音

哲学についてメールインタビューを行

なった。

Q. 今回のテーマは、『私たちはスコアを

録音するのか、ホールを録音するのか ?』

でした。これらはとても難しい質問で

すが、私はとても楽しむことができま

した。ただ、もう少し深くみなさんの

考えに触れてみたいです。あなたの「録

音哲学」と「録音のゴール」について端

的にお聞かせください。

●モートン・リンドバーグ氏（2L）

　私は、録音芸術の美しさについて、

一定の公式も青写真もないと考えます。

㉝㉞ノルウェー・スタヴァンゲル交響楽団のマイクセッティング

㉛㉜港のすぐ近くにあるノルウェー・スタヴァンゲル・コンサートホール

㉟『Brahms, Symphony No 2
In D Major, Op 73』
Stavanger Symphony Orchestra
Thomas Zehetmair
SSO Recordings

㊱スタヴァンゲル・コンサートホールでの収録機材 ㊲ Skywalker でのジム・アンダーソン氏
（Jim Anderson）
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ングの前に指揮者とオーケストラがど

のような音響的な表現をしてレコー

ディングしたいのかを知りたいと思い

ます。私は彼らの希望について、レコー

ディングエンジニアと共に、技術的な

用語に「翻訳」しようとします。録音の

際、メインマイクシステムの設定はレ

コーディングエンジニアと緊密に協力

して行なわれ、リリース形式にも依存

します。例えば、アナログレコードで

もリリースするプロダクションでは、C

の強い信号と安定した一貫した低音が

必要です。その面から考えると、Decca

Tree は、A-B オムニメインマイクシス

テムよりも良い選択かもしれません。

いつもシステムの複雑さは、エンジニ

アや収録機器の能力や機能に依存して

います。

最後に
　このラウンドテーブルのチェアを務

めたアンダーソン氏は、メールインタ

ビューの際、「今回のテーマ、Are We

Recording The Score Or The Hall? は、

いくつかの魅力を引き付けるために、

少し挑発的なこのタイトルでしたが、

4 人のパネリストは素晴らしい結果を

達成する独自の方法を持っていまし

た」という言葉を頂戴した。

　まさに、各氏の発表からは、その「録

音哲学」から鑑みた、実現したい「素晴

らしい結果」を達成するための、ホー

ルの選択や楽器配置、マイクの技術的

設定などのオーガナイズがあることが

わかり、改めてこの「録音哲学」と「実

際の制作」は完全に結びついていると

感じることができた。前号から 2 回に

渡って取り上げた録音哲学についての

リポートは、ひとまずこれで終わるが、

引き続き音楽を録音する意義や意味に

ついて考えていきたい。

　今回惜しみなく自身の実践や、哲学

について紹介いただいた、各氏に改め

て、感謝を申し上げます（㊳）。

れません。同じくゴールというものも

見えないものです。音楽を通していか

に自分が成長できるか、そのゴールは

遥か彼方にあるように思います。

●ウルリケ・アンダーソン氏

（Anderson Audio）

　私の録音哲学は、演奏されている楽

曲の最高な sounding ＝音の再生表現を

リスナーに提示することです。私はリ

スナーに喜びを与え、ミュージシャン

の音楽的解釈を伝え、演奏された作品

のスコアに真実であることを願ってい

ます。そして、リスナーに楽しんでい

ただきたいと思います。この結果を達

成するためには、指揮者に会って彼ら

の音楽的解釈について話す前に、その

スコアをよく知る必要があります。理

想的には、その話し合いはレコーディ

ングセッションの前に行ないます。次

に楽曲が録音されるホールの選択で

す。ステージのアコースティックは、

ミュージシャンがお互いの音を聴き合

いながら、最高なパフォーマンスを発

揮するために、その部屋からの拡散的

な応答が重要です。現在、世界には、

素晴らしいレスポンスと優れたアコー

スティックを備えた理想的なコンサー

トホールがあります。また、レコーディ

があり、作品の制作やそのスタイルは

一つではありません。録音はある音楽

を作品という形にして世に送り出すも

のです。作品制作は一人ではできませ

ん。新しい音楽では作曲家、演奏家、

録音家が同じ方向で作品の音楽的価値

を共有しながら制作を行なっていくと

思いますし、クラシック音楽について

は音楽の歴史的意味合いと今日的な演

奏解釈の中でそれを最も活かせる録音

手法で録音する（そういう意味ではやは

り全員が共通の音楽的方向性を持って

いることが重要でしょう）ということに

なると思います。何れにしても核にあ

るのは音楽であり、音楽とは何であり

それに対して私たちは何を考えるのか

という「対話」が音楽制作であり音楽録

音であると思います。録音はそういう

意味でも厳しいものです。録音すると

きはいつでも音楽が自分自身に対して

問いかけてきます。その答えを探しな

がら、まさに「対話」しながら音楽と音

を常に考えているというのが録音とい

う行為なのだと思っています。何かを

目指してという意味での録音哲学は私

にはありません。敢えて言えば自分が

如何に素直に無になれて音楽と付き合

いができるかということであるかもし

㊳トーンマイスターターグング 2016『私たちはスコアを録音するのか、ホールを録音するのか ?』
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